
３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）
スリム化版に関する使い方ガイド

本ガイドは、ＩＣＴ活用工事の出来形管理要領のスリム化概要や既存の要領
との対応、スリム化要領の使い方について整理したものです。

令和７年３月



1.スリム化版要領の概要

○３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）については、毎年度の工種拡大や計測
技術の追加により、令和５年度時点で１，１６４頁の要領となっている。（令和６年度時点
で１，４２２頁）

○受発注者が理解しやすいような要領を目指し、重複部の削減（共通化）と要領の構成
の見直しを令和５年度から実施し、約４５０ページへ。
○総括表から各該当資料へリンクすることで、工種毎の実施内容が確認可能。

現行の要領

スリム化版の要領



2.スリム化版要領の構成

スリム化版要領スリム化版要領

◼ 総括表

◼ ３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）
• 要領（案）本編
• 別紙１ 実施事項
• 別紙２ 計測性能及び精度管理

◼ 技術概要集

◼ 参考資料
• 設計データチェックシート集
• 精度確認、出来形算出ガイド

空中写真測量（UAV）、地上写真測量、地上型レーザースキャナー（TLS）、地上移動体搭
載型レーザースキャナー、無人航空機搭載型レーザースキャナー、トータルステーション
（ノンプリズム方式）、TS等光波方式、ＲＴＫ－ＧＮＳＳ、音響測深機器、施工履歴データ（土
工）、施工履歴データ（舗装修繕工）、施工履歴データ（浚渫）、施工履歴データ（表層安定処
理等・固結工（中層混合処理））、施工履歴データ（固結工・バーチカルドレーン工・サンドコ
ンパクションパイル工）、モバイル端末等、ICT建機の刃先計測機能（土工）



2.1 総括表

◼ 総括表
■ICT活用工事において実施可能な事項
「○」、「◆」、「✓」が付いている場合実施可能であり、関連資料にリンクできる

■計測性能及び精度管理
各工種の計測性能及び精度管理へリンク

■３次元計測技術
各工種で出来形管理に使用できる技術に
「○」を付けており、技術毎の技術概要集
にリンク

■精度確認・出来形算出ガイド
各工種の精度確認試験の方法や結果報告
書様式、出来形算出ガイドにリンク



◼ ３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）

• 第１編 総則

• 第２編 準備編

• 第３編 出来形管理編

• 第４編 その他3次元データ活用編

• 第５編 電子納品編

2.2 3次元計測技術を用いた出来形管理要領(案) 本編

ICT活用工事に関する実施事項の概要を整理。
全工種共通の内容とした。

• 本編
• 別紙１ 実施事項
• 別紙２ 計測性能及び精度管理



• 第１編 面管理編

• 第２編 断面管理編

• 第３編 その他管理（地盤改良工）編

• 第４編 その他3次元データ活用編

2.3 別紙１ 実施事項

この実施事項に該
当する工種

②平面線形の読み込み（入
力）機能における、路面切
削工の場合の記載事項

ここで該当工種の記載がなければ、共通の内容が実施事項となる

ICT活用工事に関する実施事項の詳細を、管理
方法別に整理。
工種別の整理ではなく、実施事項ごとに共通内
容を集約し、工種別の内容は追加記載している。

◼ ３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）

• 本編
• 別紙１ 実施事項
• 別紙２ 計測性能及び精度管理

各工種、共通の実
施または確認事項



2.4 別紙2 計測性能及び精度管理

ICT適用工種の「測定精度と計測密度」、
「精度確認方法」を一覧表に整理

計測性能及び精度管理の詳細内容は、工
種毎に整理し、必要箇所にリンク可能に

概要確認用

詳細確認用

◼ ３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）

• 本編
• 別紙１ 実施事項
• 別紙２ 計測性能及び精度管理



◼ 技術概要集

2.5 技術概要集

• 空中写真測量（UAV）
• 地上写真測量
• 地上型レーザースキャナー（TLS）
• 地上移動体搭載型レーザースキャナー
• 無人航空機搭載型レーザースキャナー
• トータルステーション（ノンプリズム方式）
• TS等光波方式
• ＲＴＫ－ＧＮＳＳ
• 音響測深機器
• 施工履歴データ（土工）
• 施工履歴データ（舗装修繕工）
• 施工履歴データ（浚渫）
• 施工履歴データ（表層安定処理等・固結工（中層混合

処理））
• 施工履歴データ（固結工・バーチカルドレーン工・サン

ドコンパクションパイル工）
• モバイル端末等
• ICT建機の刃先計測機能（土工）

ICT活用工事で利用できる各３次元
計測技術の仕組み、計測方法をイラ
ストを多めに解説。



2.6 参考資料 設計データチェックシート

◼ 参考資料

重複している設計データチェックシートが
あったため、統合し、一覧表で各工種の該
当様式をチェックできるようにした。

• ３次元設計データ作成チェックシート集
• 精度確認、出来形算出ガイド



2.7 参考資料 精度確認・出来形算出ガイド

◼ 参考資料

• ３次元設計データ作成チェックシート
• 精度確認、出来形算出ガイド

工種ごとの精度確認試験の方法や報告
書様式、出来形算出ガイドを一式にした。



３．スリム化版要領の使い方について

○スリム化版要領は総括表から「実施事項」や「計測性能及び精度管理」等の各資料へ
リンクすることができる。

総括表

第1編 総則
・適用範囲、用語

第2編 準備編
・施工計画書、工事基準点

第3編 出来形管理編
・面管理
・断面管理

第4編 その他３次元データ活用
・岩線計測、出来高部分払い等

第5編 電子成果品の作成規定編

共通の
実施事項を整理

要領本編
別紙１ 実施事項 別紙２ 計測性能及び

精度管理

技術概要集

参考資料３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）

各技術の概要集（計測
手順、留意事項等）へ

・３次元設計データチェックシート集
・精度確認・出来形算出ガイド

設計データチェックや精
度確認試験の資料へ

各工種の計測性能及
び精度管理の資料へ

各工種の起工測量、出
来形計測等の実施事項
が記載された資料へ



総括表

３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）

技術概要集

参考資料

3.1 リンク機能を有効にするための準備

・HPから全ての資料をダウンロードする。
・ダウンロード時のファイル名から、各ファイル名を下記の通り変更する。
・ダウンロードしたファイルは全て同じフォルダに保存する。

スリム化版要領スリム化版要領

フォルダ

ファイル名が違うとリンク機能が
正しく動作しないので注意！



3.2 リンク機能の実行時の注意点

クリック

クリック

クリックすると、このような警告が
表示されるため、許可をクリック
クリックすると、このような警告が
表示されるため、許可をクリック

許可すると、
該当する資料が表示される
許可すると、
該当する資料が表示される

・参照したい箇所をクリックすると、セキュリティ警告が表示される。
・「許可」を選択すると、該当の資料が表示される。



3.3 目次の活用と戻る機能（ショートカットキー）

・リンクする各資料の冒頭にある目次からも資料内の該当ページ移動することが可能。
・移動する前のページに戻りたい場合は、ショートカットキーを活用

クリック

前のページに
戻ることが可能
前のページに
戻ることが可能



3.4 しおり機能の活用①

・各資料のしおりからページへの移動が可能。
・しおりの「＞」をクリックして展開すると、さらに細かい箇所に移動可能。

このマークをクリックする
と、しおりが表示される
このマークをクリックする
と、しおりが表示される

このマークをクリックする
と、さらに細かいしおり

を確認できる

このマークをクリックする
と、さらに細かいしおり

を確認できる



3.5 しおり機能の活用②

・各資料のしおりにおいて右クリックすると、「セクションを印刷」という項目がある。
・必要なセクションだけ印刷することが可能。

右クリック
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